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	連絡先　滋賀県労働組合総連合内（県労連）大津市梅林１丁目３－３０　２０１９年３月２８日
電話 077-521-2536　　ＦＡＸ 077-521-2534　　　E-mail: shigaken-roren@aqua.plala.or.jp


※皆さんからの情報をお待ちしています。
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講師の山口二郎さん（市民連合）は「2019年の政治を展望する」と題して講演、「アベ化とは自己愛の強い幼児的リーダの跳梁跋扈」と切り、この間の安倍政権の国家私物化、虚偽、世界での孤立などの動きを簡潔にまた痛烈に批判されました。それらを踏まえ近年の政治の歴史に言及しました。市民連合は共通政策をつくり夏の参院選に取り組むと語られました。


野党共闘に関して「滋賀は一人区であり、勝ってもらわなければならない」とし全国の様子について言及されました。


時機に合った力となる取り組みとなった一方、滋賀の候補者一本化がすすめられている現在の「ややこしい」状況を踏まえたとき、質疑の中など候補が決まっているかのような発言が集会で整理しきれなかったところに後味の悪さが残りました。


閉会の挨拶は近藤学運営委員（滋賀・九条の会）が行い、引き続きの取り組みを訴えました。


（写真：講演する山口二郎さん）


（記事：憲法共同センター事務局・山元大造）








　3月23日（土）近江八幡市内で「安倍9条改憲を許さない！滋賀県民集会part.6」（主催：安倍9条改憲NO!市民アクション・滋賀）が開催されました。参加は100人でした。


　開会にあたってアクションの仁尾和彦共同代表（護憲・原水禁）は「倫理観の欠如した政権。選挙に勝利を。正念場の年。そのためにアクションに結集を」と呼びかけました。


　檜山真理事務局員（市民の会しが）が昨年11月からのアクションの取り組みの経過を報告。「3000万人署名、滋賀の目標30万達成までもうひと踏ん張り」とし、「5月3日、憲法記念日の集会へ参加を」と強調しました。





戦争、アカンで！





◆今後の予定◆


4月22日（月）　　 憲法共同センター総会（13:30-県労連）


5月3日（金）　　　安倍9条改憲を許さない!県民集会（14:00-膳所公園）※市民アクション滋賀


5月4日（土）　　　滋賀・憲法の集い（13:30-大津市生涯学習センター）


5月18日（土）　　 ヒバクシャ署名講演会（13:30-弁護士会館）※ヒバクシャ署名を拡げる会


5月24日（金）　　 共同センター学習会（18:30-明日都浜大津）※予定





　毎月県内10数カ所で3000万人署名・19の日行動がもたれています。憲法共同センターは4月、下記の日程・場所で行います。ご参加ください。


4月19日（火）18：00～石山駅　※市民アクション


※署名セット、横断幕、プラカードなどお持ちください！











